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赤
穂
市
民
病
院
の
経
営
形
態

１１１１
人
が「
変
更
す
べ
き
」

人
が「
変
更
す
べ
き
」

立
候
補
予
定
者
ア
ン
ケ
ー
ト

児
童
ら
見
守
っ
て
３２
年

無
事
故
誇
り
に
勇
退

塩
屋
の
木
村
音
彦
さ
ん

　

任
期
満
了
に
伴
う
赤
穂

市
議
選
は
３
月
３０
日（
日
）

に
告
示
さ
れ
る
。
赤
穂
民

報
は
立
候
補
を
予
定
し
て

い
る
２０
人
に
政
治
理
念
や

考
え
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
。
市
議
選
の
争
点

の
一
つ
に
な
る
と
み
ら
れ

る
「
赤
穂
市
民
病
院
の
経

営
形
態
」
に
つ
い
て
、
２０

人
中
１１
人
が
「
変
更
す
べ

き
」
と
答
え
た
。【
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
２
面
と
３

面
に
掲
載
】

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
２
月

２８
日
に
あ
っ
た
立
候
補
予

定
者
説
明
会
に
参
加
し
た

２０
人
を
対
象
に
実
施
し
、

全
員
か
ら
回
答
が
あ
っ

た
。

　

「
赤
穂
市
民
病
院
の
経

営
形
態
」
の
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、「
現
状
維

持
」「
変
更
す
べ
き
」「
そ

の
他
」
か
ら
選
び
、
そ
う

考
え
る
理
由
を
１
０
０
文

字
以
内
で
回
答
を
求
め
た

問
い
で
は
、
現
行
の
「
地

方
公
営
企
業
法
全
部
適

用
」
を
継
続
す
べ
き
と
す

る「
現
状
維
持
」と
答
え
た

の
が
２
人
だ
っ
た
の
に
対

し
、
１１
人
が
「
変
更
す
べ

き
」と
回
答
。７
人
が
「
そ

の
他
」
を
選
ん
だ
。

　

理
由
と
し
て
は
、「
経

営
形
態
を
地
方
独
立
行
政

法
人
や
指
定
管
理
者
な
ど

に
変
更
す
れ
ば
、
利
益
優

先
の
経
営
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
」（
現
状
維

持
）、「
赤
字
補
填
に
よ
り

市
が
破
綻
す
る
恐
れ
」

「
ま
ず
病
院
規
模
の
縮
小

を
図
り
、
経
営
形
態
の
移

行
を
」（
変
更
す
べ
き
）、

「
経
営
形
態
を
変
更
す
れ

ば
経
営
が
改
善
さ
れ
る
訳

で
は
な
い
」「
地
域
の
医

療
を
守
り
つ
つ
経
営
を
再

建
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
形
態
に
こ
だ
わ
る
も

の
で
は
な
い
」（
そ
の

他
）
と
い
っ
た
意
見
が
あ

っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
他
に

「
牟
礼
正
稔
市
長
の
市
政

運
営
や
施
策
の
評
価
」
や

「
赤
穂
市
議
が
次
の
４
年

間
で
取
り
組
む
べ
き
市
政

課
題
で
最
も
重
要
と
考
え

る
も
の
一
つ
」、「
赤
穂
市

議
の
定
数
」
に
つ
い
て
も

尋
ね
た
。

　

牟
礼
市
政
の
評
価
で
は

１
０
０
点
満
点
で「
３０
点
」

か
ら「
７５
点
」の
間
で
評
価

が
分
か
れ
、
具
体
的
な
点

数
を
つ
け
な
か
っ
た
回
答

者
を
除
く
平
均
点
は
５２
・

２
点
だ
っ
た
。「
最
も
重
要

な
市
政
課
題
」
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
支
援
、
赤
穂

市
民
病
院
の
経
営
問
題
、

　

登
校
中
の
子
ど
も
た
ち

を
事
故
や
犯
罪
か
ら
守
ろ

う
と
、
塩
屋
小
学
校
の
通

学
路
交
差
点
で
３０
年
以
上

に
わ
た
っ
て
朝
の
立
ち
番

を
行
っ
て
き
た
塩
屋
の
木

村
音
彦
さ
ん（
９０
）が
今
年

度
限
り
で
活
動
を
終
了
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
長
年

の
善
行
に
対
し
周
囲
か
ら

感
謝
と
ね
ぎ
ら
い
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

木
村
さ
ん
が
見
守
り
活

動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始

め
た
の
は
会
社
員
だ
っ
た

５８
歳
の
頃
。
不
審
者
に
対

す
る
不
安
が
世
の
中
で
高

　 　

当院HP「雄鷹台山写真集」から

☎0791-43-6900

皮膚科・美容皮膚科・皮膚外科・慢性痛治療

ニキビもシミも乾燥も
予防と治療のコツは同じです。
サイフにやさしいスキンケアを

指導しています。

歩
行
者
用
の
橋
梁
が
増
設

さ
れ
る
ま
で
は
、
狭
い
橋

を
渡
る
子
ど
も
た
ち
の
真

横
を
車
が
す
り
抜
け
る
よ

う
に
走
り
、
い
つ
事
故
が

起
き
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
だ
っ
た
と
い
う
。

　

午
前
７
時
半
ま
で
に
は

現
場
に
着
き
、「
お
は
よ

う
」
と
声
を
掛
け
て
子
ど

も
た
ち
の
登
校
を
見
届
け

て
か
ら
出
勤
す
る
毎
日
。

当
時
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
交

通
立
ち
番
は
ま
だ
行
わ
れ

て
な
く
、「
周
り
か
ら

『
変
わ
っ
た
人
』
と
見
ら

れ
て
い
た
」（
木
村
さ
ん
）

と
笑
う
。
２
０
１
１
年
か

ら
１７
年
ま
で
市
自
治
会
連

合
会
長
を
務
め
る
な
ど
公

私
と
も
多
忙
な
日
々
が
続

い
た
中
、「
子
ど
も
の
安

全
を
守
り
た
い
と
い
う
思

い
だ
け
。
や
め
よ
う
と
思

ま
る
中
、「
子
ど
も
た
ち

に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
て

は
い
け
な
い
」
と
思
い
、

多
く
の
小
学
生
や
中
学
生

が
通
学
す
る
磯
浜
橋
北
詰

め
交
差
点
に
立
ち
始
め

た
。
現
場
は
信
号
の
な
い

交
差
点
。
２
０
１
６
年
に

っ
た
こ
と
は
ま
っ
た
く
な

い
」
と
振
り
返
る
。

　
「
あ
る
と
き
、も
う
す
ぐ

卒
業
す
る
子
ど
も
が
『
お

っ
ち
ゃ
ん
、
長
い
間
あ
り

が
と
う
』
と
言
う
て
く
れ

た
こ
と
が
あ
っ
て
ね
。
そ

の
と
き
は
感
激
し
て
涙
が

ポ
ロ
ポ
ロ
っ
と
落
ち
ま
し

た
わ
」
と
木
村
さ
ん
。
見

守
り
活
動
を
始
め
て
以

来
、
現
場
の
交
差
点
で
子

ど
も
が
被
害
に
遭
う
事
故

や
事
件
が
一
度
も
起
き
な

か
っ
た
こ
と
も
誇
り
だ
。

　

「
身
体
は
元
気
で
す
け

ど
、家
族
か
ら『
も
う
９０
な

ん
や
か
ら
』
と
言
わ
れ
て

ね
」。今
年
度
の
修
了
式
が

あ
っ
た
３
月
２４
日
が
最
後

の
活
動
日
と
な
っ
た
。
今

後
は
朝
の
時
間
は
自
身
の

健
康
維
持
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
に
充
て
る
つ
も
り
で
、

「
長
年
の
日
課
が
な
く
な

る
さ
び
し
さ
も
あ
る
け
れ

ど
、
こ
れ
か
ら
は
散
歩
し

な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
安

全
と
成
長
を
見
守
り
た

い
」
と
引
き
続
き
子
ど
も

た
ち
に
温
か
い
ま
な
ざ
し

を
向
け
る
。（
写
真
は
３０

年
以
上
に
わ
た
り
通
学
路

で
の
見
守
り
活
動
を
行
っ

て
き
た
木
村
音
彦
さ
ん
）

地
域
共
生
社
会
の
実
現
、

市
財
政
の
健
全
化
な
ど
回

答
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

　

「
赤
穂
市
議
の
定
数
」

に
つ
い
て
は
、「
１５
人
」

「
１６
人
」
と
答
え
た
人
が

７
人
ず
つ
で
、「
１７
人
」が

２
人
、「
１３
人
」「
１４
人
」

が
１
人
ず
つ
だ
っ
た
。

　

市
議
選
の
立
候
補
届
け

出
は
３０
日
午
前
８
時
半
か

ら
午
後
５
時
ま
で
赤
穂
市

役
所
で
受
け
付
け
、
期
日

前
投
票
は
３１
日
か
ら
始
ま

る
。
投
票
は
４
月
６
日

（
日
）午
前
７
時
か
ら
午
後

８
時
ま
で
市
内
２２
カ
所
の

投
票
所
で
行
わ
れ
、
同
日

午
後
９
時
か
ら
加
里
屋
中

洲
の
市
民
会
館
で
即
日
開

票
さ
れ
る
。

　

期
日
前
投
票
の
日
程
は

次
の
と
お
り
。

　

▽
３
月
３１
日（
月
）～
４

月
５
日（
土
）＝
市
役
所
２

階
（
午
前
８
時
半
～
午
後

８
時
）

　

▽
４
月
１
日（
火
）＝
坂

越
公
民
館
（
午
前
１０
時
～

午
後
５
時
）

　

▽
４
月
２
日（
水
）＝
尾

崎
公
民
館（
同
）

　

▽
４
月
３
日（
木
）＝
有

年
公
民
館（
同
）

　

▽
４
月
４
日（
金
）＝
塩

屋
公
民
館（
同
）

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
学
校
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
テ
ー
マ

に
ア
ー
ト
マ
イ
ル

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
に

原
小
学
校（
上
田
穣
校
長
）

の
６
年
生
児
童
７
人
が
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
パ
ー
ト
ナ
ー

校
と
共
同
制
作
し
た
巨
大

壁
画
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し

た
。

　

世
界
が
今
直
面
し
て
い

る
課
題
に
つ
い
て
海
外
の

学
校
と
対
話
的
・
協
働
的

に
学
び
合
う
国
際
協
働
学

習
「
ア
ー
ト
マ
イ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」。
事
務
局
の

仲
介
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
南
部

の
都
市
テ
ィ
ヒ
に
あ
る
ゼ

ス
ポ
ウ
第
５
小
学
校
が
パ

ー
ト
ナ
ー
校
と
な
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
英
語
で
交
信
し
、
１

学
期
は
自
己
紹
介
や
相
手

国
に
関
す
る
調
べ
学
習
に

取
り
組
ん
だ
。
２
学
期
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
一
つ

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な

に
。
そ
し
て
ク
リ
ー
ン

に
」
を
課
題
に
設
定
し
て

学
習
を
深
め
、
そ
の
成
果

を
表
す
手
段
と
し
て
巨
大

壁
画
を
制
作
。
縦
１
・
５

㍍
、
横
３
・
６
㍍
の
テ
ン

ト
地
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、

ま
ず
右
半
分
を
原
小
の
子

ど
も
た
ち
が
描
い
て
か
ら

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
輸
送
し
、

ゼ
ス
ポ
ウ
の
児
童
ら
が
左

半
分
を
描
い
て
完
成
さ
せ

た
。

　

出
来
上
が
っ
た
作
品

は
、
大
木
を
セ
ン
タ
ー
に

配
し
た
左
右
対
称
の
構

図
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
リ
サ
イ
ク
ル
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
パ
ー
ツ
を
描

き
、
国
旗
や
歴
史
的
建
造

物
、
食
べ
物
の
絵
で
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
文
化
も
表
し

た
。

　

「
一
枚
の
絵
で
国
と
国

が
つ
な
が
れ
た
」
と
松
田

龍
司
君（
１２
）。
井
手
陽
菜

さ
ん（
１２
）は
「
国
は
違
っ

て
も
同
じ
目
標
に
協
力
し

て
取
り
組
め
て
楽
し
か
っ

た
」
と
振
り
返
っ
た
。
担

任
の
尼
子
泰
裕
教
諭（
３９
）

は
「
考
え
方
や
文
化
が
異

な
っ
て
も
相
手
を
尊
重
し

て
わ
か
り
合
う
大
切
さ
を

経
験
で
き
た
」
と
成
果
を

語
っ
た
。（
写
真
は
ア
ー

ト
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
原
小
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

子
ど
も
た
ち
が
共
同
制
作

し
た
巨
大
絵
画
）

母
校
に
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
な
ど
寄
贈

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
応
援
し
た
い
と
、

鷏
和
の
金
属
加
工
会
社

「
マ
エ
ダ
マ
ー
キ
ン
」
が

１８
日
、
赤
穂
西
小
学
校

（
池
田
達
哉
校
長
）
に
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
３
台
と
児

童
用
学
習
机
１
台
を
贈
呈

し
た
。

　

同
社
の
前
田
泰
治
社
長

（
４６
）は
赤
穂
西
小
の
卒
業

生
。「
自
分
が
通
っ
て
い

た
学
校
の
た
め
に
、
少
し

で
も
力
に
な
り
た
い
」

と
、
取
引
金
融
機
関
の
ト

マ
ト
銀
行
の
私
募
債
を
活

用
し
て
寄
贈
し
た
。

　

贈
呈
式
で
前
田
社
長
は

「
次
世
代
を
担
う
児
童
た

ち
の
成
長
を
応
援
す
る
た

め
に
贈
り
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。
児
童
を
代
表
し
て

６
年
の
山
下
芽
衣
さ
ん

（
１２
）が
「
ど
れ
も
学
習
に

必
要
な
も
の
ば
か
り
で
、

み
ん
な
で
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お

礼
を
述
べ
た
。

　

同
校
に
よ
る
と
、
学
習

机
は
天
板
の
広
い
規
格
の

も
の
に
順
次
更
新
を
進
め

て
お
り
、
今
回
の
寄
贈
で

新
年
度
か
ら
は
全
校
児
童

が
新
し
い
規
格
の
机
に
な

る
と
い
う
。
ま
た
、
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
は
学
級
会
活

動
で
活
用
す
る
予
定
だ
。

（
写
真
は
母
校
に
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
な
ど
を
寄
贈
し

た
マ
エ
ダ
マ
ー
キ
ン
の
前

田
泰
治
社
長
㊨
）
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牟礼正稔市長の市政運営や施策を１０
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子育て、福祉分野で進展はあるが、公
共施設等の維持管理や病院事業など大
きな課題に将来ビジョンを示せていな
い。施策が総花的で、人口減少時代に
負担を残す市政運営であり、チャレン
ジするまちになっていないから。

荒
あ ら

木
き

 　友
ゆ

貴
き
（３９）無現❶

氏名(年齢)、党派、現新、当選回数
主な経歴（過去の経歴）、最終学歴
現住所〔出身地〕

※党派の表記は、「公」は公明党、
「共」は共産党、「Ｎ」はＮＨＫ党、
「躍」は躍動の会、「無」は無所属。

市議（市職員、観
光業会社員）京都
大院文学研究科歴
史文化学専攻考古
学専修中退、大町
〔京都府宇治市〕

中
な か

谷
た に

　 行
ゆ き

夫
お
（６７）無現❶

赤穂八幡宮常務総
代、赤穂防災士の
会副会長（消防団
第６分 団 副 分 団
長）相生産高卒、
松原町〔赤穂市〕

土
ど

遠
え ん

　 孝
た か

昌
ま さ
（６６）無現❸

議長（県市議会議
長会副会長、副議
長、総務文教委員
会委員長）相生産
高卒、正保橋町
〔赤穂市〕

田
た

渕
ぶ ち

　 和
か ず

彦
ひ こ
（７３）無現❷

市議、建設水道委
員会委員長（赤穂
市民病院統括医療
技術部長）神戸常
盤短大卒、西有年
〔赤穂市〕

菅
す が

原
は ら

　 真
ま

樹
き
（６１）無新

元全日本フリーダ
イビングチーム監
督、水中写真家、
大阪芸術大学音楽
学科卒、南野中
〔西宮市〕

木
き の

下
し た

　 秀
ひ で

臣
お み
（６０）無新

赤穂海陸非常勤技
師（同社課長、清
水町自治会副会
長）兵庫工高卒、
尾崎〔福岡市〕

井
い

田
だ

 佐
さ

登
と

司
し
（６２）無現❶

ウイング神姫社員
（松下電器社員、
さつき町自治会
長）相生産高卒、
尾崎〔赤穂市〕

家
い え

入
い り

　 時
と き

治
は る
（７０）無現❺

市議、市監査委員
（連合兵庫赤穂地
区連絡会会長、議
長）伊丹高定時制
卒、加里屋中洲
〔熊本県大津町〕

市議、社会福祉法
人事務局長（赤穂
精華園職員）兵庫
県立大院環境人間
学研究科修了、上
仮屋南〔赤穂市〕

榊
さかき

　 　悠
ゆ う

太
た
（３４）無現❷

３０点

赤穂市議が次の４年間で取り組むべ
き市政課題で最も重要だと考えるも
のを一つ挙げ、解決、改善するため
の方策をお答えください。

赤穂市民病院の経営形態について、
どうすべきとお考えですか。「現状
維持」「変更すべき」「その他」から
選び、理由をお答えください。

財政的に施設等の縮充や事業見直しを
図りつつも、官民学連携で新しいこと
に挑戦し、メリハリのある市政運営に
よって市民満足度を高める必要があ
る。そのために市民提案制度を導入
し、協働で取り組める土壌をつくる。

市民満足度を高められるまち 
病院側の経営改善努力だけでは、市が
将来に渡り負担できる範囲内に収支改
善できないことが明らかとなった。市
の地域医療と財政バランスを考えるな
ら、まず病院規模の縮小を図り、経営
形態の移行を考える必要がある。

変更すべき
議員が地区を超えた市全体の課題に市
民・団体と連携して取り組み、他市
町、県、国との関係強化へと力点を変
化させれば16名で十分に役割が果たせ
ると考えるから。そのためには議会活
動の見える化はさらに必要だ。

１６人

任期満了であれば２０２９年に実施される
見込みの赤穂市議会議員選挙におい
て、定数は何人が適していると考えま
すか。人数を示した上で、そのように
考える理由をお答えください。

１期目からの公約自体が赤穂市の財政
状況を鑑みた上での本人の考えではな
く、赤穂市の将来ビジョンも持ってお
られないと感じる。市民病院のあり方
検討の判断は遅れ、議会での答弁も曖
昧であり、職員力での３０点。

３０点
赤穂市民の生活満足度・幸福度が低下
しているデータがある。工業用地・準
工業用地が少なく、新たに用地活用が
できれば企業誘致も可能な社会情勢に
ある。既存企業の拡大投資、企業誘
致、花火大会の復活で元気に。

企業誘致 ・ 雇用の拡大、 元気な街
人口減少が進展。市内には民間病院も
ある。市民病院は国の方針で紹介状の
ない初診患者は特別の料金７７００円要。
患者数は激減し赤字は年間１０億円超。
これらの解消には、２００床未満で民間
の経営、運営に変更を。

変更すべき
人口減少の進展が最大の理由。議会が
チェック機能を果たすためには、委員
会構成が重要であり、２委員会、各８人
構成が妥当である。

１６人

施政方針の内容だけでは、判断しにく
い所が有り未定であり、これまでの市
政運営についても、今のところ評価困
難である。市長が、赤穂市民、行政職
員、市議会議員ともっと対話をすべき
と考える。

点数は未定
市議会議員本人の向上心が一番必要と
考えます。その上で赤穂市民の生活を
考え向上させるべきと考えます。

市議会議員の質の向上
先の代表質問でも述べたように、市民
病院は、市民を守るための病院である
ので、通院患者、入院患者数の確保と
ゆう議論より、赤穂市民が病気になら
ない予防を前提とした健診に力を注ぐ
べきと考える。

変更すべき
質問②で回答したように、赤穂市を良
くしたい議員の集まりであれば、１５名
程度で赤穂市は良くなっていくと感じ
ます。又、赤穂の未来を真剣に考え、
行動できる議員の集団を確立すべきと
考えます。

１５人程度

過去２０年近くの負の遺産がある中で、
特に大きな失政はないと考えるが、市
民の夕べ等、いくつかの点に、若干の
相違がある。何れにしても人口減少に
よる市税の減収は市と議会でもっと建
設的に議論すべきと考える。

７５点
経済基盤の健全化策の目玉として「道
の駅」建設は観光客誘致の他、第一次
産業（農漁業）、第二次産業（加工）、
第三次産業（販売）が活性化し、地域
雇用にも大きく貢献する。これに注力
したい。

市の経済基盤の健全化
中規模病院としての市民病院は欠かす
事のできない病院の一方で、赤字経営
が続き市民に負担が掛かっているのも
事実。私は現在の経営を維持しつつ、
医師の確保や、診療時間の見直し等で
患者数を増やすべき。

その他
「自治会長か議員かわからないような
方がたくさんいる」と言う声をよく耳
にした。私の実家がある福岡のとある
市は１０万人の住人に対し２０名の議員で
運営している状況を照らし合わせ１５名
とした。

１５人

一見卒ない市政かと存じます。ただ、
赤穂の中学校での事故による後遺症
で、息子は普通に学校に通えなくな
り、安全管理について強い疑念があり
ます。また昨年の県知事選の際の市長
の行動に失望しました。

３０点
学校や病院等の安全管理体制を見直し
リスクを評価し対策を講じ続けること
が望まれます。これにより、現場の判
断ミスや負担が総合的に軽減され、事
故の低減、事故の深刻化の予防が進む
と考えております。

学校や病院の安全管理体制強化
ＭＢＡ取得を通じ、経営環境は変化し
続けるものと学びました。内外の変化
や問題に向き合う事が大切です。現状
とあるべき姿とのギャップを分析し
て、継続的に改善する仕組みを設けれ
ば、運営の健全化が図れます。

変更すべき
例えば、議員一人当たり何人の声を伺
えるかを考えたとき、５０００人（定数９
人に相当）では漏れが出るように思え
ます。私としてはせめて３０００人の市民
の声を伺い市政に反映せねばという想
いで１５人としました。

１５人

誰が市政運営の舵取りをしても難しい
時代であると理解している。しかしな
がら、市民病院の経営問題に取り組む
姿勢や土地利用の考え方など、真に市
の将来を考えた市政運営なのか、考え
の相違もありこの点数。

６５点
財政的にも医療的にも赤穂市の明るい
未来のためには、市民病院の復活が不
可欠である。最低限の地域医療の維持
を前提に、病院の経営形態や規模、診
療科等についてあらゆる方策を探り、
早急に実行に移す必要がある。

赤穂市民病院の経営問題
地域の医療を守りつつ経営を再建でき
るのであれば、その形態にこだわるも
のではない。

その他
その時の議員がその時の状況により判
断するべき。

ー

私は人に点数をつける立場ではないと
思いますので、Otherのコラムを選択
させて頂きました。

点数付け出来る立場で無いため
①重点投資分野の設定。市民重視分野
への優先投資②財政用途徹底「見える
化」説明責任。予算用途徹底明確化、
定期報告で信頼回復③持続的運営。単
年バラマキを長期的視点で当面運営重
視へ税収増加策と支出最適化。

市民最重視の財政用途にする事
①地域包括ケアシステム。看護師や相
談チームが受診困窮地域へ出向。全国
の医師選択WEB診療＋薬宅配送②「医
療＋介護福祉＋教育」複合と産科・小
児科充実③薬・材料共同購入や高額夜
勤医師勤務見直しでコスト削減

変更すべき
定数のみを考えるのではなく、議員の
仕事の質、内容、如何に市民のために
動いているか問われる。市民のために
尽くす市議を更に集める努力も行い、
市政運営に最も適した定数を、あらゆ
る角度から算出検討が必要。

多角的に定数算出の検討が必要

熱意が伝わらない。市民病院への対応
と責任のない発言。総務省の言う公共
施設等の削減目標をたてた取組みに対
し、赤穂市は目標が２６・２％、達成状
況が０・７％。将来を見据えた市政運営
がされていると思えない。

４０点
美化センターや市民病院、美術工芸館
や民俗資料館など文化施設の管理運営
のあり方を考える。例えば、美化セン
ターは広域連携を、美術工芸館は立地
条件と所蔵品を活かし、集客性の高い
施設運用を民活で行う。

公共施設等適正管理と財源確保
一般会計の経営改善に繋がらない繰出
金に対する市長の説明責任は必要。地
方都市の医療水準を維持するには官民
連携と公的病院は必要。医師不足は官
民問わず地方都市で起こっている。県
・国の支援は切り離せない。

現状維持
人口を４万１千人と推計し、他市の議員
定数から１６人とした。人数が減ると議
員が人口の多い市街地に集まり議会活
動とは別に、市全域の抱える課題を議
員がチェックできるか日々の活動の中
で懸念していた。

１６人

令和7年度については、子育て支援と
して市長の当初公約の給食費の無償化
出来る事となり又、医療費の高校生ま
での無償化が実現出来る様になった
が、今後継続的に実施していくための
財源確保が課題である。

６０点
南海トラフ地震については、今後３０年
年以内に起こる確率が、８０％以上にな
ったと予想されているため、上下水道
の耐震化の強化及び坂越地区の老朽化
した保育所・幼稚園の建て替えが必要
である。

人の命の大切さと安全な市民生活
市民病院の経営支援に対して、令和６
年は一般会計から８億円の繰り出しを
しているが、医師と看護師の確保が非
常に厳しく、今後病院の収益が上がる
ことは難しいことから、更に一般会計
からの繰り出しが予想される。

変更すべき
赤穂市の人口が4万人を割るようであ
れば、議員の定数の見直しも必要では
あるが、市政に対するチェック機能が
低下する恐れがある。

１６人

多額の財源が必要なため先送りされて
いた新学校給食センターやごみ処理施
設等の整備事業の推進により、市長の
公約が実現できないことは理解できま
す。一方、風通しの良い職場、市民へ
の説明責任の対応が必要です。

６５点
妊娠・出産・子育て期のライフステー
ジに応じた切れ目のない包括的な相談
・支援や、様々な課題を抱えた方々に
寄り添える支援を行うため、こども政
策全般の業務を一元化した組織体制に
より、ワンストップ化を図る。

子育て支援による少子化対策
赤字補填により市が破綻する恐れがあ
り、深刻な医師不足により地方の公立
病院は医師の確保が困難なため、経営
改善は不可能です。負債の返済、精算
に約29億円が必要なため、譲渡条件の
協議による民間譲渡です。

変更すべき
市の財政、人口減少状況を鑑み、今回
の議員定数削減の私の考えは２減の16
名でした。行政のチェック機能の低下
や市民の声を市政に反映していくた
め、議員一人ひとりが日々研鑽し、議
員活動に専念すべきです。

１６人

齊
さ い

藤
と う

　 雅
ま さ

史
し
（４８）Ｎ新

会社員（赤穂市子
ども・子育て会議
公募委員）グロー
ビス経営大学院大
学経営、中広〔宮
崎市〕

 赤穂市議選２０２５　立候補予定者アンケート ＝五十音順＝
※いずれの質問もタイトル１５文字以内、本文１００
文字以内で回答を求め、立候補予定者から提出さ
れた回答をそのまま掲載しています。
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南
な ん

條
じょう

 千
ち

鶴
づ

子
こ
（６６）公現❶

市議（八木商事社
員、赤穂仁泉病院
看護師）相生市看
護専門学校卒、片
浜町〔鹿児島県長
島町〕

柳
や な ぎ た

田　 智
と も

貴
き
（４５）無新

安
や す

田
だ

　 哲
さとし

　（５４）無現❶
市議（熊本県職
員、赤穂観光協会
事務局長）慶應大
総合政策卒、高野
〔神奈川県相模原
市〕

松
ま つ

﨑
ざ き

　 昭
あ き

彦
ひ こ
（５５）無新

深
ふ か

町
ま ち

　 直
な お

也
や
（３８）共現❶

党赤穂市委員長、
党西播地区委員
（保育所職員）白
鷗大院修了、本水
尾町〔赤穂市〕

瓢
ひょう

　 　敏
と し

雄
お
（６７）無現❺

市議（ＪＡ兵庫西
職員、議長、監査
委員、農業委員）
神奈川大経済卒、
尾崎〔赤穂市〕

西
に し

川
か わ

　 浩
ひ ろ

司
し
（６１）無現❷

副議長、赤穂軟式
野球協会副会長
（建設水道委員会
委員長）作陽高中
退、上仮屋南〔赤
穂市〕

党兵庫県本部幹
事、党赤穂支部長
（三菱電機社員）
相生産高卒、元沖
町〔赤穂市〕

前
ま え

川
か わ

　 弘
ひ ろ

文
ふ み
（６３）公現❺

課題が山積する赤穂市政において、唯
一立候補され財政難の中、市民に直結
する様々な事業にも丁寧に取り組んで
来られた。しかし、市民病院の方向性
等、重要課題に対して説明の発信力が
弱く市民にわかりづらい。

牟礼正稔市長の市政運営や施策を１０
０点満点で評価し、そのように採点
した理由をお答えください。

 赤穂市議選２０２５　立候補予定者アンケート

山
や ま

野
の

　 崇
たかし

　（５０）無現❸
行政書士、会社役
員、鮮魚販売業、
市議（監査委員）
赤穂高卒、寿町
〔赤穂市〕

山
や ま

谷
た に

　 真
ま さ

慶
よ し
（５６）躍新

元赤穂市職員（塩
屋幼ＰＴＡ会長、
塩屋小ＰＴＡ副会
長）国士舘大政経
卒、磯浜町〔赤穂
市〕

自営業、赤穂東中
卒、中広〔赤穂市〕

赤穂市体育協会理
事、市スポーツ少
年団副本部長（特
別養護老人ホーム
職員）相生産高卒、
折方〔赤穂市〕

６０点

赤穂市議が次の４年間で取り組むべ
き市政課題で最も重要だと考えるも
のを一つ挙げ、解決、改善するため
の方策をお答えください。

赤穂市民病院の経営形態について、
どうすべきとお考えですか。「現状
維持」「変更すべき」「その他」から
選び、理由をお答えください。

移住定住支援として住宅支援や就労サ
ポートの充実。子育て支援の充実、保
育所幼稚園の整備強化。若者会議を開
催し課題に対する意見交換の場を持ち
施策に繋ぐ。健康長寿の取り組み強
化。高齢者世帯への支援の拡充。

少子高齢化、 人口減少
人口減少、医者不足の改善は厳しい。
現状維持の経営形態では経営検討委員
会の目標値、２年連続達成出来ない事
は明らか。赤穂市民病院　公立病院経
営強化プランに基づき経営形態の移行
を速やかに検討すべき。

その他
議会活性化に関する協議の中で議員定
数に対してあらゆる角度から検討して
きた。２０２５年度から１減になったが、
様々な議案にしっかりと審議を行うと
いう観点と２０２９年度の人口減少を鑑み
１６人が適すと考える。

１６人

任期満了であれば２０２９年に実施される
見込みの赤穂市議会議員選挙におい
て、定数は何人が適していると考えま
すか。人数を示した上で、そのように
考える理由をお答えください。

子育て家庭への支援を強化し、「子ど
もまんなか社会」の実現を目指し、相
談支援体制の強化、経済負担の軽減、
子育て家庭への訪問支援、就労両立支
援、居場所づくりと切れ目のない支援
で支える施策に取り組んだこと。

６０点
赤穂市の危機管理能力強化が必要と感
じます。行政の危機管理監に、国の制
度を活用して、特別交付税措置を受け
常勤職員として迎え、専門的な知識と
経験を持つ地域防災マネジャー制度を
検討すべきと感じる。

市の技術職員の人手不足解消
市民病院の経営状況は、依然として厳
しい状況であり、経営形態の見直しを
検討する必要がある。市長部局に経営
形態の方向性を検討する体制を構築す
る方針であるが、結論を出す時期と考
える。

変更すべき
出来ることなら、定数を減らす議論よ
り、市政のチェック機能として、常任
委員会の人数が、減少することはマイ
ナスであると感じます。常任委員会
を、二つにして7人から8人で協議する
事と考えると１５人と思います。

１５人

給食費が完全無償化に近づいた点、医
療費が18歳まで無償化した点など評価
する点もあるが、市民病院の信頼失
墜、赤穂インター周辺の土地活用など
道半ばの公約もあり、点数は良とし
て、今後さらに期待したい。

７５点
今年、二十歳の集いを迎えた人は４６４
人。一方で５年度出生者は２０６人。これ
から人口減少が進む。転出者を抑え転
入者を増やすしか、都市間競争に生き
残る術はない。医療関係者の転入に努
力することはできないか。

人口減少への対応
現状維持と回答したいところではある
が、医師や看護師の現状では市民の期
待に応えることはできないのではない
か。大病院に重篤な患者は任せ、かか
りつけ医とも連携し、多死社会に対応
できる病院に変わるべきである。

変更すべき
次期定数は改選後の議員が協議するも
のであるが、これから急速に人口は減
少する。今年度は5人で構成する常任
委員会ができるので、それを踏まえ
て、常任委員会を2委員会にするとい
う議論もでてくるのではないか。

１５人

産廃建設への反対姿勢、高校生の医療
費全面無償化の実現など評価すべき点
も多くあるが、下水道料金や国保税の
値上げ、国や県の方針に従ってのマイ
ナ保険証や万博見学推進など賛同でき
ない部分も多く、この点数。

５０点
昨年２００円に統一・実質値上げとなっ
た、ゆらのすけ、ていじゅうろう、路
線バスの３つのバスの運賃の１００円への
引き下げ、増車・増便、ルート拡大な
どを行い、乗車人員を増やす方策を行
っていくべきである。

地域公共交通の充実
市民病院の経営形態を地方独立行政法
人や指定管理者などに変更すれば、利
益優先の経営となることが想定され
る。現在の公立病院としての、市民の
命と健康を最優先としての経営改善を
目指していくべきである。

現状維持
今回の市議選からの１８名からの定数１
削減にも反対した。大切な市民の声を
赤穂市・議会に届けるために、これ以
上の議員定数削減は行うべきではな
い。議会の予算削減は政務活動費の削
減・廃止で行うべきである。

１７人

妊産婦や子育て世代が安心して出産・
子育てができる環境づくり、高校生世
代までの医療費の無償化（所得制限な
し）、コミュニティバスと路線バスと
の一体的な運用による交通弱者の利便
性向上等の政策を評価する。

７０点
相談者の世代や相談内容に関わらず、
包括的に相談を受け止める体制の構築
と相談を起点にした伴走型の支援や地
域づくりとその対応への人材の確保と
育成。住民同士が助け合う互助を強め
る意識変革の啓発活動の実施。

地域共生社会の実現への取組み
人口減少が進む中、当面は赤穂中央病
院との機能連携と地域の医療機関との
連携強化により市民の健康と命を守
る。２病院間で経営改善のために再編
や統合を見据えて、指定管理等の経営
形態の見直しに着手してはどうか。

その他
合理的基準はないが、人口減や他市と
の相対的比較により判断する。議会運
営は、１６人が適正。１常任委員会８人で
２委員会とする。議会活動に専念でき
る１６人の議員により、住民意思の反映
や政策提言に取組む。

１６人

赤穂市民病院への一般会計から病院事
業会計に繰り出し額が８億円となった
ことや医療過誤、循環バス運賃値上げ
減便、市民の夕べやかきまつり中止な
どの影響もあり成果よりも不安不満の
声が上回ったように感じたため。

５０点
地域共生社会・認知症バリアフリーの
実現に向けて、認知症の方やご家族を
支援する「チームオレンジ」の活動を
さらに展開するために、各地区に立ち
上げしやすいように補助を増やしたり
イベントをもっと開催する。

誰もが安心して暮らせる地域社会
赤穂市民病院を残すためにも、地方独
立行政法人や指定管理者制度、民間譲
渡で検討すべきです。借金返済ばかり
では良い市民サービスができません。

変更すべき
人口段階別にみた5万人未満の市議会
議員の実数は1市あたり平均16.9人だ
が、赤穂市人口は45000人を下回って
きているので15人定数で、定数削減し
た分を市民サービスへ回した方がよい
と考えます。

１５人

子育て支援や教育環境の整備に力を入
れていること特に高校生までの医療費
無償化については高く評価できます。
一方で未だ赤穂市民病院の経営再建の
道筋が描かれていない点は市政にとっ
ての大きな課題となっています。

５０点
財源に限りがあるなかで、子育て支援
や教育環境の整備だけにお金を回すこ
とはできません。その為にも、国が進
める「こども未来戦略」に基づく様々
な事業を積極的に活用することで財源
を確保していくことが重要です。

子育て支援 ・教育環境の充実
経営形態を変更すれば経営が改善され
る訳ではありません。人口減少や医師
不足といった医療を取り巻く将来の社
会環境を踏まえた上で、まずは赤穂市
民病院の地域医療における役割を明確
にするべきと考えます。

その他
今回の市議会議員選挙の定数について
は３人減の１５人を提案していました。
その理由は、１５人で議会運営は十分可
能という考えからです。４年後の赤穂
市の財政状況を考えるとき更なる定数
削減が必要と考えます。

１３人

施策はいいと思いますが、まだ実行の
途中段階なので点数をつけさせて頂く
とすれば、７０点とさせて頂きました。

７０点
市民の声を聞き、皆様と共に赤穂市の
イベント事や魅力溢れる町作りに力を
入れ、町が活性化をし、移住者増加、
少子化問題、様々な相乗効果を生みだ
し５年後１０年後その先の未来に向かっ
て赤穂市の魅力を発信します。

観光活性化
現状維持のまま再生出来るのが望まし
いですが、市民の事を想うと早急に手
を打つ必要があると想います。市民の
皆様が不安なく安心して医療を受けれ
る事が１番の願いです。

その他
今年度から定数が減りましたので様子
をみながら考えて行く必要が有ると思
います。

１７人

一定の評価ができる施策もあるが、不
十分である。市政の透明性を欠き、市
民の信頼を損なう問題が多発。特に、
市民病院の医療事故対応や経営見直
し、知事選での特定候補支援など、公
正性を欠く判断が目立つ。

３０点
経営形態の見直しを進め、医療事故の
再発防止と経営の透明化を図る。外部
監査の強化、市民説明会の実施、医療
体制の充実により、市民が安心できる
病院運営を確立する。

赤穂市民病院の改革
まずは赤穂市民病院の財政状態等を全
て開示し、市民が現状を正しく把握で
きるようにすべき。その上で最適な経
営形態を検討し、市民にとって最良の
医療提供ができる体制を構築すべき。

その他
人口減少と財政負担を考慮し、議員定
数を削減すべき。少数精鋭で効率的な
議会運営を行い、市民の意見を反映し
つつ、議会活動にかかる経費を軽減す
る。議会改革を進め、質の高い議論と
政策立案を推進する。

１４人

市民病院の経営問題、使用料手数料、
施設の統廃合など市民に嫌われてもや
らなければならないことは先送りと
し、２～３年後には予算が組めないほど
財政を悪化させている。これではトッ
プとしての責任が感じられない。

３０点
子育て、福祉、教育等市民が求めるも
のであっても、財政が悪化していては
何も問題解決には取り組めません。ま
ずは市民病院の経営問題に取り組み、
その影響額を見極めてから更なる行政
改革に取り組むべき。

財政健全化
私には赤穂中央病院様がどう考えてお
られるのか分かりませんが、共に赤穂
市の医療を担っていただいてきた関係
であるからこそ民間移譲をまず検討す
べき。それから他の経営形態の検討を
していくことが順序と考えます。

変更すべき
議員が減っても喜ぶのは行政だけと考
えている私は、議員数はある程度必要
であると思っています。しかし立候補
者も少なく、議会改革が進んでいる訳
でもない。こんな議会では減らしてい
くのが妥当であると考えます。

１５人

＝五十音順＝

氏名(年齢)、党派、現新、当選回数
主な経歴（過去の経歴）、最終学歴
現住所〔出身地〕

※党派の表記は、「公」は公明党、
「共」は共産党、「Ｎ」はＮＨＫ党、
「躍」は躍動の会、「無」は無所属。

※いずれの質問もタイトル１５文字以内、本文１００
文字以内で回答を求め、立候補予定者から提出さ
れた回答をそのまま掲載しています。



赤 穂 民 報 毎週土曜日発行 （4）

イ
ト
・
パ
ー
ト
／
①
１１
時

〜
１４
時
半（
ホ
ー
ル
接
客
、

洗
い
場
）②
１７
時
〜
２０
時

（
ホ
ー
ル
接
客
、洗
い
場
）

裏
に
３
台
分
あ
り
ま
す
。

１
台
月
５
０
０
０
円
（
軽

自
動
車
は
４
０
０
０
円
）。

☎
４６
・
０
７
３
３
（
エ
イ

ブ
ル
赤
穂
店
）

　

▼
英
会
話
無
料
体
験
レ

ッ
ス
ン
実
施
中
＝
世
界
を

感
じ
る
楽
し
い
レ
ッ
ス
ン

で
英
語
が
大
好
き
に
。

「
Ｅ
Ｃ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
坂
越

教
室
」
坂
越
１
２
８
１
☎

５６
・
８
９
９
０

（
中
学
校
英
語

科
教
師
歴
２０

年
、
上
西
律
子
）

　

▼
朗
読
教
室
無
料
体
験

＝
○
第
１
、
３（
金
）
午

前
、夜
、加
里
屋
ま
ち
づ
く

り
会
館
○
第
２
、
４（
金
）

午
前
、
赤
穂
市
民
会
館
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。朗
読
検
定
・
話
し
方

体
験
受
付
「
水
野
朗
読
教

室
」
☎
０
８
０
・
５
３
０

７
・
１
２
８
５
（
水
野
）

　

▼
ス
タ
ッ
フ
募
集
＝
○

赤
穂
東
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
２

名
、
赤
穂
イ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｓ

ス
タ
ッ
フ
１
名
募
集
。
７

〜
１９
時
の
間
の
９
時
間

（
休
憩
含
む
）時
間
外
労
働

あ
り（
月
平
均
２０
時
間
）給

与
２１
万
円
〜（
年
齢
・
経
験

に
よ
る
。
整
備
士
優
遇
、

賞
与
あ
り
）
要
普
通
免
許

・
危
険
物
乙
４
（
入
社
後

取
得
可
）
週
休
２
日
（
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
）
日

曜
定
休
○
セ
ル
フ
赤
穂
御

崎
Ｓ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
募
集
。

時
給
１
０
５
２
円
～
。
要

危
険
物
乙
４
。「
前
田
石

油
㈱
」
中
広
１
７
９
の
６

☎
４３
・
２
６
８
８

　

▼
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
募
集
＝
土
日
祝
ア
ル
バ

第25９２号　　２０２５年（令和 ７年）３月２９日

赤
穂
市
の
人
事
異
動

　

赤
穂
市
は
４
月
１
日
付

け
発
令
の
人
事
異
動
を
２５

日
発
表
し
た
。

　

厳
し
い
経
営
環
境
が
続

く
市
民
病
院
の
経
営
形
態

に
つ
い
て
今
後
の
方
向
性

を
検
討
す
る
た
め
と
し

て
、
市
長
部
局
に
新
た
に

病
院
特
命
担
当
部
長
を
配

置
。
担
当
課
長
と
係
長
も

配
属
す
る
。
担
当
部
長
は

危
機
管
理
監
と
の
兼
任
。

　

部
長
級
の
異
動
は
次
の

と
お
り
。
◎
は
昇
任
、
○

は
昇
格
。
か
っ
こ
内
は
前

職
。【
そ
の
他
の
役
職
を

含
む
す
べ
て
の
異
動
は
赤

穂
民
報
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
】

　

▽
会
計
管
理
者
・
理
事

（
上
下
水
道
部
長
・
理
事
）

平
野
佳
秀
▽
総
務
部
長
・

理
事（
総
務
部
長
）○
明
石

一
成
▽
危
機
管
理
監
兼
病

院
特
命
担
当
部
長
（
健
康

福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所

長
兼
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

長
）
松
下
直
樹
▽
健
康
福

祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長

兼
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
長

（
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉

課
長
・
参
事
）◎
高
見
直
樹

▽
建
設
部
長
（
土
木
担
当

部
長
兼
土
木
課
長
事
務
取

扱
）
坂
本
良
広
▽
教
育
次

長
・
管
理
担
当（
教
育
委
員

会
文
化
財
担
当
参
事
兼
文

化
財
課
長
事
務
取
扱
）
中

田
宗
伯
▽
上
下
水
道
部
長

（
上
下
水
道
部
技
術
担
当

部
長
）
山
田
裕
之
▽
議
会

事
務
局
長（
危
機
管
理
監
）

　 　

　

▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
65
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。「
坂
元
鈑
金
塗
装
」

細
野
町
☎
４３
・
９
０
１
０

　

▼
古
物
高
価
買
取
＝
空

き
家
、倉
庫
の
残
置
物
、終

活
買
取
し
ま
す
。骨
董
品
、

古
道
具
、古
家
具
、中
古
食

器
、贈
答
品
、ご
み
処
分
前

に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。ご

み
処
分
費
軽
減
出
来
ま

す
。見
積
も
り
無
料
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越
☎
０
９
０
・

１
２
４
０
・
７
４
６
１

　

▼
剪
定
・
伐
採
・
草
刈

・
芝
刈
り
承
り
ま
す
＝
ま

ず
は
お
気
軽
に
お
電
話
く

だ
さ
い
。
庭
木
１
本
か
ら

の
ご
依
頼
も
お
受
け
し
ま

す
。
丁
寧
な
仕
事
を
し
ま

す
。「
御
庭
番
」
御
崎
☎

０
９
０
・
９
０
９
２
・
３

２
７
６
（
大
前
）

　

▼
「
く
ら
電
」
＝
お
困

り
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

電
気
関
係
の
事
か
ら
製
品

販
売
、
エ
ア
コ
ン
移
設
、

介
護
用
手
摺
、樹
木
伐
採
、

家
具
移
動
、
網
戸
の
補
修

等
、
自
分
で
は
無
理
と
思

っ
た
ら
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。
日
曜
定
休
。

朝
日
町
☎
25
・
1
３
８
１

　

▼
ふ
す
ま
、障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。「
大

崎
表
具
店
」浜
市
、櫂
の
家

向
か
い
☎
４８
・
７
２
５
４

　

▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
○
３０
分
２
５

０
０
円
○
４５
分
３
０
０
０

円
○
６０
分
３
５
０
０
円
○

８０
分
４
０
０
０
円
。診
療

時
間
１０
時
～
１８
時（
要
予

約
）。休
診
日（
金
曜
日
）。

は
り
・
指
圧
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

「
新
田
治
療
院
」鷏
和
☎
４３

・
７
６
４
８

　

▼
春
の
陽
気
に
ぴ
っ
た

り
の
お
花
見
弁
当
＝
旬
の

野
菜
や
お
魚
、お
肉
、デ
ザ

ー
ト
ま
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く

盛
り
込
ん
で
美
味
し
さ
満

点
。家
族
や
友
達
と
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
さ
ら
に
華

や
か
に
。
２
３
８
０
円
。

「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
テ
ラ
ス

Ｓ
Ｅ
Ｎ
」中
広
☎
５６
・
６
７

６
６

　

▼
花
見
弁
当
２
２
０
０

円
＝
日
に
日
に
暖
か
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。行
楽
、花

見
に
メ
イ
の
弁
当
は
い
か

が
で
す
か
。人
気
の
彩
り

弁
当
や
お
子
さ
ま
弁
当
、

日
替
わ
り
弁
当
、ち
ょ
っ

と
贅
沢
に
花
見
弁
当
を
。

前
日
ま
で
に
ご
予
約
承
り

ま
す
。「
五め

月い

」中
銀
裏
☎

５６
・
６
２
２
１

　

▼
ド
リ
ー
ム
カ
ン
ト
リ

ー
だ
よ
り
＝
ト
マ
ト
、
ナ

ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ピ
ー
マ

ン
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
苗
入
荷

し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
春

の
到
来
、
少
し
ず
つ
準
備

を
始
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
只
今
、
商
品
入
替
の

た
め
冬
〜
春
物
花
苗
（
パ

ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
な
ど
）

の
ま
と
め
売
り
大
特
価
セ

ー
ル
開
催
中
。
び
っ
く
り

大
特
価
で
す
よ
。
今
が
旬

の
花
、
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー

ズ
や
大
人
気
ラ
ナ
ン
キ
ュ

ラ
ス
ラ
ッ
ク
ス
な
ど
植
え

っ
ぱ
な
し
で
毎
年
楽
し
め

る
お
花
も
割
引
で
お
買
い

得
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
。
ウ
キ
ウ

キ
す
る
か
わ
い
い
春
の
新

作
資
材
も
続
々
入
荷
中
。

入
荷
の
ご
案
内
は
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
を
み
て
ね
。「
㈲
米

口
グ
リ
ー
ン
ナ
ー
セ
リ

ー
」
木
津
☎
４６
・
８
０
０

１
（
１０
時
〜
１６
時
４５
分
）

　

▼
「
ラ
・
セ
ー
ヌ
洋
菓

子
店
」
＝
３
月
２９
日（
土
）

・
３１
日（
月
）、イ
チ
ゴ
ロ
ー

ル
１
本
１
５
０
０
円
で
販

売
し
て
お
り
ま
す
○
自
転

車
の
新
規
預
か
り
も
承
っ

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
営
業
９

時
半
〜
１７
時
。
商
議
所
北

☎
４２
・
２
２
９
６

　

▼
市
役
所
徒
歩
１
分
駐

車
場
＝
く
い
し
ん
坊
さ
ん

市
民
ガ
イ
ド

　 　

　 　

　 　

　 　

高見・健康福祉部長勝谷･市民病院副院長

　 　

時
給
１
２
０
０
円
（
研
修

期
間
１
１
０
０
円
）。「
元

祖
か
も
め
屋
赤
穂
本
店
」

赤
高
交
差
点
北
☎
４５
・
２

３
３
０

　

▼
「
赤
穂
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
」
＝
洗
い
場
さ
ん

（
ア
ル
バ
イ
ト
）。
レ
ス

ト
ラ
ン
、
宴
会
場
の
食
器

洗
い
、
皿
出
し
、
ご
飯
炊

き
な
ど
。
５０
歳
以
上
の
女

性
活
躍
中
で
す
。
①
１０
時

〜
１４
時
②
１７
時
〜
２０
時
。

週
２
〜
３
日
程
度
。
時
給

１
０
５
２
円
。
☎
４２
・
１

０
０
１
（
北
島
）

　

▼
「
花
ま
つ
り
」
の
お

知
ら
せ
＝
４
月
５
日（
土
）

釈
迦
降
誕
法
要（
本
堂
）１０

時
・
採
燈
大
護
摩
供
（
境

内
）１１
時
。ご
参
加
者
様
の

安
全
を
期
し
て
執
り
行
い

ま
す
。
護
摩
木
で
の
御
祈

願
は
お
早
目
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。「
普
門
寺
」

尾
崎
☎
４２
・
３
６
６
９

　

▽
３０
日
＝
黒
田
医
院

（
元
沖
町
５１
）
☎
０
７
９

１
・
４３
・
５
２
１
０

休
日
急
患
診
療
医

　 　

　 　

折
方
で
建
物
火
災

納
屋
が
燃
え
る

　

３
月
２２
日
午
後
９
時
半

ご
ろ
、赤
穂
市
折
方
で
、民

家
に
隣
接
す
る
平
屋
建
て

の
納
屋
か
ら
火
が
出
て
い

る
の
を
近
所
の
住
人
が
見

つ
け
、警
察
に
通
報
し
た
。

　

赤
穂
署
に
よ
る
と
、
約

１
時
間
４０
分
後
に
鎮
火
。

納
屋
の
壁
が
ほ
ぼ
焼
け
落

ち
、
け
が
人
は
な
か
っ
た

と
い
う
。

　

納
屋
に
は
農
機
具
や
廃

油
が
保
管
さ
れ
、
出
火
当

時
は
無
人
だ
っ
た
と
み
ら

れ
る
。
消
防
と
警
察
が
出

火
原
因
を
調
べ
て
い
る
。

木
津
の
休
耕
田
で

あ
ぜ
焼
か
ら
延
焼

　

３
月
２３
日
午
前
９
時
５０

分
ご
ろ
、
赤
穂
市
木
津
の

休
耕
田
で
火
災
が
発
生

し
、
消
防
が
出
動
。
約
４

０
０
０
平
方
㍍
を
焼
い
て

約
２５
分
後
に
鎮
火
し
た
。

　

警
察
に
よ
る
と
、
地
域

住
民
ら
が
農
地
の
法
面
で

「
あ
ぜ
焼
」
を
し
て
い
た

火
が
風
に
あ
お
ら
れ
て
燃

え
広
が
っ
た
と
い
う
。
け

が
人
は
な
か
っ
た
。
こ
の

日
は
兵
庫
県
全
域
に
乾
燥

注
意
報
が
出
て
い
た
。

池
尾
和
彦
▽
市
民
病
院
副

院
長
兼
消
化
器
内
科
部
長

（
診
療
部
長
兼
消
化
器
内

科
部
長
）
◎
勝
谷
誠
【
退

職
】
▽
高
尾
雄
二
郎
（
市

民
病
院
院
長
代
行
兼
消
化

器
内
科
部
長
兼
医
療
安
全

推
進
室
長
）
▽
東
南
武
士

（
議
会
事
務
局
長
）

幼
稚
園・保
育
所
関
係

　

《
幼
稚
園
》【
園
長
】▽

赤
穂
＝
中
塚
真
由
美
（
教

育
委
員
会
幼
児
教
育
指
導

担
当
課
長
）
▽
有
年
＝
◎

三
輪
麻
美
（
赤
穂
主
任
教

諭
）▽
原
＝
亀
井
祐
子（
有

年
）【
主
任
教
諭
】▽
赤
穂

＝
渡
部
裕
美（
塩
屋
）○
秋

田
加
奈
子（
原
）▽
塩
屋
＝

西
山
知
佐（
御
崎
）▽
高
雄

＝
伊
関
千
恵（
坂
越
）【
教

諭
】
▽
城
西
＝
三
宅
綾
野

（
赤
穂
）▽
塩
屋
＝
木
本
裕

美（
御
崎
）▽
尾
崎
＝
宗
進

真
依（
新
任
）▽
御
崎
＝
簑

田
実
優（
塩
屋
）▽
坂
越
＝

猿
飼
朝
香（
有
年
）▽
原
＝

柳
田
志
緒
（
健
康
福
祉
部

児
童
発
達
支
援
事
業
児
童

指
導
員
）【
退
職
】齋
藤
聡

子（
原
園
長
）
村
田
美
波

（
塩
屋
）山
本
奈
波（
高
雄
）

花
崎
直
美（
城
西
）《
保
育

所
》【
主
任
保
育
士
】▽
赤

穂
＝
○
山
本
季
世
子
（
赤

穂
保
育
士
）
▽
塩
屋
＝
多

田
真
由
美（
坂
越
）○
小
林

祐
未（
塩
屋
保
育
士
）▽
尾

崎
＝
萩
原
知
子（
赤
穂
）○

阪
口
愛
美（
赤
穂
保
育
士
）

▽
坂
越
＝
尾
仲
千
珠
（
塩

屋
）【
保
育
士
】▽
赤
穂
＝

金
谷
多
記（
尾
崎
）木
下
茉

凜（
新
任
）▽
塩
屋
＝
榎
本

知
奈（
新
任
）▽
尾
崎
＝
清

原
瑞
希（
新
任
）▽
御
崎
＝

堤
如
甫（
坂
越
）寺
内
夢
華

（
新
任
）▽
坂
越
＝
田
中
奈

美（
有
年
）山
崎
祐
乃
（
新

任
）【
退
職
】
中
丁
知
子

（
赤
穂
園
長
）
木
村
姫
菜

（
尾
崎
）深
尾
玲
名（
御
崎
）

　 　 　 　 　 　


	20250329_01面
	20250329_02面
	20250329_03面
	20250329_04面

